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研究成果の概要（和文）：本申請研究では、遷移金属錯体を用いたジアゾ酢酸エステルの重合においていまだ達
成されていない（i）リビング重合可能な開始剤系の開発と（ii）立体特異性重合可能な開始剤系の開発を目標
として研究に取り組んできた。種々の検討の結果、立体構造の比較的制御されたポリマーを与える新規Pd開始剤
系の開発に成功した。

研究成果の概要（英文）：Polymerization of diazoacetates is a useful method to prepare C-C main chain
 polymers bearing an ester substituent on each main chain carbon atom. We tried to develop new 
Pd-based initiating systems for polymerization of diazoacetates. As a result, we have successfully 
developed a new Pd complex which can afford polymers with high stereoregularity. 

研究分野： 高分子合成
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ジアゾ酢酸エステルをモノマーとする重合によって、すべての主鎖炭素上に置換基を有するポリ(置換メチレ
ン）を合成することができる。本研究の結果、これまで困難であったポリマーの立体構造を比較的制御できるよ
うになった。本結果は、この重合法の一般性を高める成果であり、今後はより優れた高分子材料開発に向けた応
用展開が期待される。












